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中国や欧州の一部が熱波に見舞われています。ロシアでは記録的な暑さによる干

ばつ被害が拡大し、生産減による価格上昇を防ぐために、小麦などの穀物の輸出を

一時禁止にするといった影響も出始めています。日本でも暑い日が続き、ビアガー

デンが盛況といったニュースが聞かれます。

ところで 2009年に世界で最もビールを生産・消費した国はどこでしょうか？ところで、2009年に世界で最もビールを生産・消費した国はどこでしょうか？

正解は中国です。中国は2003年に、それまでトップだったアメリカを抜き、消費

量・生産量ともに世界最大の「ビール大国」となりました。10年前に比べて、全

世界のビール生産量は4,400万kl（キロリットル）増加しましたが、そのうちの約

半分は中国の増加分となっています。

中国のほかに、生産量が多い国を見ると、ロシアやブラジル、メキシコ、ポーラ

ンドといった新興国が目立ちます 先進国が嗜好の多様化や景気回復の遅れから伸ンドといった新興国が目立ちます。先進国が嗜好の多様化や景気回復の遅れから伸

び悩む一方、新興国は消費が好調な国が多いほか、所得の増加や生活水準の向上か

ら、ビールを飲む人が増加しています。日本人が身近に消費するビールからも、新

興国が存在感を高めていることがうかがえます。

主な世界のビール生産国（単位:万kl）

出所：キリン食生活文化研究所。日本の生産量については、ビール・発泡酒・新ジャンルの合計。
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